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論文及び審査結果の要旨 

放射線を用いたイメージング技術は、研究開発や医学診断における非破壊検査、除染現場や地層

診断における放射線モニターとして広く利用されている。近年、X線高分解能イメージングや α線

ダストモニターといった用途に対して、マイクロスケールの厚膜シンチレータが求められている。

本論文は、レーザー加熱を援用した高速化学気相析出法を利用して厚膜形状のシンチレータ材料を

合成し、そのシンチレーション特性について明らかにすることを目的として実施された研究であ

り、全 6章から構成されている。 

第 1章は、放射線イメージングの歴史と原理、要求される形態をまとめることで、工業的および

学術的な課題を抽出した。第 2章では、厚膜シンチレータの合成条件やそのシンチレーション特性

評価方法について述べた。第 3章では、Lu2O3–Al2O3系厚膜蛍光体の合成に成功し、その成膜速度

は従来の気相法に対して数十倍高速な成膜であることを実証した。第 4章では、合成したCe3+:LuAG

シンチレータに対する α 線を励起源としたシンチレーション特性評価を行ったところ、本研究で

合成した Ce3+:LuAG厚膜は、溶融凝固法で育成された Ce3+:LuAGの発光量 (21000 photons per 5.5 

MeV) を凌駕した、31000 photons per 5.5 MeVに達した。第 5章では、Ce3+:LuAG厚膜のバンド構

造評価とイメージング試験を行った。低温ルミネッセンス特性評価より、気相法で合成した厚膜は

溶融凝固法で育成された結晶よりも捕獲準位が少なく、これがシンチレーション効率の増大に寄与

したと明らかにした。また、イメージング試験から、高分解能かつ高速応答な放射線イメージング

へ適用が可能であると実証した。第 6章では、研究を総括し、将来展望をまとめた。以上のように

本論文では、化学気相析出法を利用した X 線高分解能イメージング向けシンチレータの合成およ

びそのシンチレーション特性に関して、学術的かつ工業的に重要な知見を与えるものである。 

以上より、本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


